
県立博物館見学シート

１ 和歌山県立博物館について

①県立博物館の仕事（どんな仕事をしているの？）

博物館は、「○○博物館」と呼ばれているものだけでなく、美術館・科学館・動物園・水族

館・植物園なども広い意味で博物館に含まれます。そのため、それぞれの博物館が対象とす

る資料は歴史・芸術・民俗・産業・自然科学などと様々ですが、日本において博物館が行う

べき仕事は、「資料の収集と保管、調査研究、展示、普及教育」であると、「博物館法」とい

う法律の中で一般的に定められています。

和歌山県立博物館は、「和歌山県ゆかりの文化財」について、次のような仕事をしています。

(1)集める（買う・もらう・あずかる）

(2)守る（虫やカビがつかないように、温度や湿度を調整、光に注意）
しつ ど

(3)調べる（いつごろ・だれが・どこで・材料・大きさ・何のために）

(4)展示する（ 常 設展・特別展・企画展）
じょうせつてん とくべつてん き かくてん

(5)教え広める（講演会・ミュージアムトーク・ 職 場体験学 習 など）
こうえんかい しょく ば たいけんがくしゅう

○和歌山県立博物館の歩み

・1963年４月 史跡･和歌山城ニの丸跡に和歌山県立美術館として開館

・1971年４月 旧美術館を改装のうえ和歌山県立博物館として開館

・1994年７月 和歌山大学教育学部の跡地に移転・新博物館を開館

・1995年４月 特別展「八代将軍吉宗と紀州徳川家」開催

・1997年２月 「公開承認施設」に認定される

・1998年９月 特別展「中国・山東省の至宝」開催

・2001年10月 特別展「歴史のなかの"ともぶち"」開催

・2002年４月 高校生以下をすべて無料化

・2004年10月 世界遺産登録記念特別展「空海と高野山」開催

・2014年７月 新館開館20周年

○建築概要

敷地面積 23,356.78㎡（近代美術館と共用） 建築面積 2,586.55㎡

延床面積 6,886.60㎡ 鉄筋コンクリート構造（地上２階地下１階建）

総工費 約58億円 工事期間 1991年10月～1994年３月

○県立博物館で働く職員

①館長(非常勤)・副館長(常勤･事務職)

②学芸課（６人）

学芸員･･･ ①資料の収集 ②保管 ③研究・調査 ④展示 ⑤教育普及

〔専門：日本史３名・日本美術史２名〕

事務補助･･･学芸員が行う仕事の補助

③受付（２人）

来館者に対する応対、入館手続き、受付・エントランスでの様々な案内

ミュージアムショップ（２人）

図録・研究紀要などの出版物、和歌山の歴史に関係のあるグッズの販売

会場監視（３人）

入館者が快適に展示を見ることができるようにする。学習室の運用

④総務課（２人＋３人）（近代美術館と兼務）

博物館事業を実施するため、全体の事務をまとめ、処理するところ



○今年度の展示について（下半期）

・常設展 「きのくにの歩み−人々の生活と文化−」

概観型展示と探求型展示、通史展示（和歌山県の旧石器時代～近代・現代））

お話モニター･物知りモニター･熊野モニター、音声ガイド、子ども用クイズ

・夏休み企画展「文化財に親しもう！」 （７月19日～８月31日）

・企画展「江戸時代の紀州の画家たち」（９月６日～10月10日）

・特別展「熊野ー聖地への旅ー」（10月18日～12月７日）

・企画展「墨一色ー拓本の世界ー」（12月16日～１月18日）

・企画展「描かれた紀州」（1月24日～３月８日）

・企画展「みほとけのすがた」（３月14日～４月19日）

２ 館内見学（ふだん入れない場所に、ご案内します）

(1)空 調 機械室
くうちょう き かいしつ

温度・湿度を調節し、それぞれの部屋に空気を送りこむ機械があります。

(2)展示 準 備室
てん じ じゅん び しつ

展示のためにつかう道具・台などがおかれています。準備作業もします。

(3)くん 蒸 室
じょうしつ

外から持ち込まれた文化財に付いている虫やカビを毒ガスで殺します。

(4)写 場 （スタジオ）
しゃじょう

文化財の写真をとる場所です。わずかな時間、強い光を当てます(ストロボ）。

(5) 収 蔵庫
しゅうぞう こ

文化財を大切に守るための、特別な倉庫です。

温度は20～22℃、湿度は60％が基本です。

(6)搬 入 室・荷解室
はんにゅうしつ に ときしつ

文化財を運び入れる場所です。車の向きを変えるターンテーブルがあります。

(7)警備員室
けい び いんしつ

館内の様子を映す監視カメラがあります。

(８) 中 央監視室
ちゅうおうかん し しつ

空調機や電気・非常用設備がうまく動いているかをチェックします。

ノート（感想や質問を書いてください。）


